
新年度が始まった。新生活の期待に胸を躍らせる１年生、中央高校での生活にも慣れ、自身の可能性を広げる

２年生、進路達成の最終直線に向けて脚をためている３年生、それぞれにとって４月をよりよいスタートとする

ために、今、ここで何をなすべきか考えてほしい。 

 

・１年生…まずは中央高校での生活に慣れること。初めのうちはわからないことがあって当然なので、担任、授

業担当者、学年の先生方に積極的に質問・相談しよう。 

・２年生…クラス替え、後輩である１年生の入学など、大きく変化した環境に慣れることがポイントになる。ゴ

ールを見据えて、今、自身に必要なことは何かを考え行動したい。 

・３年生…高校生活最後の学年を充実したものとすべく、自ら考え積極的に行動したい。学習面では基礎的な部

分を確認し、定着していない箇所を補いたい。悔いの残らないよう何事にも全力で。 

 

 １学期の進路行事、校内テスト、模試関係 

〇 ４月２２日（火）～４月３０日（水） 第１回進路志望調査（３学年のみ４月２５日（金）まで） 

 〇 ５月１５日（木）～５月１６日（金） 確認テスト 

〇 ５月１９日（月）          第１回３学年進路検討会 

〇 ５月２７日（火）          １学年スタディサポート分析会 

 〇 ６月 ６日（金）～６月 ７日（土） ３学年進研大学入試共通テスト模試 

 〇 ６月２４日（火）～６月２７日（金） 第１回定例テスト 

 〇 ６月２８日（土）        １・２学年進研総合学力テスト 

 〇 ６月２８日（土）～６月２９日（日） ３学年進研総合学力記述模試 

 

  ※各学年の総探の時間を活用して「生徒対象進路講話＆進路参考資料説明会」を６・７月に開催予定。 

 

 令和６年度３学年の進路状況 

 

国公立大学合格者 13９は歴代２番目の数であり、合格率は受験数で 56.３％であった。弘前大学は 1３９名

受験で合格者は 8５名(総合型１８･一般６７)であり、過去最高の合格者であった。他の国公立大は、北教大３・

岩手大 9・福島大１・埼玉大１・東京海洋大１・信州大２・金沢大１・千葉大1・新潟大４・はこだて未来大５・

県立保健大５・青森公立大６・岩手県立大2・宮城大１などである。共通テストまではもちろんだが二次試験が

終わるまで努力を続け、一般選抜型前期で合格した生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

石を穿つ - 進路通信第１号 - 

号- 

弘前中央高等学校進路指導部 

令和７年４月３０日(水)発行 



進路棟を活用しよう 

 

 進路棟１階の第２職員室内に進路指導部がある。その並びに自学できる学習室やセミナー５があり、加えて廊

下には、大学案内が置かれている資料棚と面談スペースが設置されている。進路棟に教室のある３学年はもちろ

ん、中央棟の１・２学年にも積極的に活用し、自身の進路実現に生かしてほしい。 

 なお、セミナー５と学習室の利用時間は、平日は朝から 19:00 まで。土日祝日は朝から 15:30 となってい

る。利用時間は厳守でお願いしたい。時間を守ることは「自らの責任を果たす」「他者からの信頼を得る」といっ

た社会で求められる素養につながるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 損路指導部担当教員の紹介 

 

 進路指導部は５名の担当者で構成されている。生徒の進路実現に向けて全力でサポートするので、どのような

ことであっても、遠慮なく相談してほしい。 

 

進路指導部主任：寺山 明哲（てらやま あきのり） 

担当教科：理科（物理） 

 担当部活動：サッカー部・自然科学部 

 

進路指導部副主任：坂本 幸博（さかもと ゆきひろ） 

  担当教科：国語 

担当部活動：テニス部 

  

 

進路指導部員：菅原 磨妃（すがわら まき） 

 担当教科：理科（地学） 

担当部活動：なぎなた部                  

  

進路指導部員：三浦 梓（みうら あずさ） 

 担当教科：理科（化学） 

 担当部活動：自然科学部 

 

進路指導部員：須藤 さおり（すとう さおり） 

担当教科：理科（生物） 

担当部活動：放送部 

 


